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美濃歌舞伎伝承教室が開講
６月20日、明世町のミュージアム中仙道で美濃歌

舞伎保存会（小栗栄輝会長）による「子どものための
地歌舞伎伝承教室」が開講し、日吉小学校の児童11
人が受講しました。
この教室は地元に伝わる伝統芸能を後世に伝えて

いこうと開かれ、４年生の山内花菜さんは「女の人
のやわらかい手の動きがとてもむつかしかった」と
話し、児童らは本格的な練習を熱心に取り組んでい
ました。
練習の成果は８月28日に日吉町の相生座で行われ

る納涼公演で発表されます。

主な内容



2平成16年７月15日

６
月
４
日
　
本
会
議（
議
案
上
程
、
説
明
）

議
会
運
営
委
員
会

６
月
15
日
　
本
会
議（
一
般
質
問
）

議
会
運
営
委
員
会

６
月
16
日
　
本
会
議（
一
般
質
問
、議
案

質
疑
、委
員
会
付
託
）

６
月
17
日
　
総
務
文
教
委
員
会

６
月
18
日
　
市
民
福
祉
委
員
会

６
月
21
日
　
経
済
建
設
委
員
会

６
月
22
日
　
議
会
改
革
・
行
財
政
検
討

特
別
委
員
会

６
月
25
日
　
本
会
議（
委
員
長
報
告
、討

論
、採
決
）

●
継
続
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

（
平
成
15
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
）

●
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

（
平
成
15
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
）

●
出
資
法
人
の
経
営
状
況
説
明
書
の
提
出

【
平
成
15
年
度
瑞
浪
市
土
地
開
発
公
社
決

算
及
び
平
成
15
年
度
財
団
法
人
瑞
浪
市

施
設
公
社
決
算
、
平
成
16
年
度
財
団
法

人
瑞
浪
市
施
設
公
社
補
正
予
算〈
第
１

号
〉に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
】

●
専
決
処
分
の
承
認
（
瑞
浪
市
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
）

【
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要

の
改
正
】

●
専
決
処
分
の
承
認
（
瑞
浪
市
都
市
計

画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
）

【
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要

の
改
正
】

●
専
決
処
分
の
承
認
（
中
部
圏
都
市
開

発
区
域
の
指
定
に
伴
う
瑞
浪
市
固
定

資
産
税
の
不
均
一
課
税
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
）

【
中
部
圏
の
都
市
整
備
区
域
、
都
市
開

発
区
域
及
び
保
全
区
域
の
整
備
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
所

要
の
改
正
】

●
専
決
処
分
の
承
認
（
瑞
浪
市
消
防
団

員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
）

【
損
害
補
償
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、

補
償
基
礎
額
及
び
介
護
補
償
の
額
の

改
正
】

●
専
決
処
分
の
承
認
（
平
成
16
年
度
瑞

浪
市
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
第
１
号
）

【
歳
入
歳
出
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
三
百
六

十
一
万
一
千
円
増
額
し
、
総
額
を
三

十
五
億
七
千
九
百
九
十
一
万
一
千
円

と
す
る
も
の
】

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
委
員
の
退
任
に
伴
い
市
川

氏

（
釜
戸
町
、
59
歳
）
を
候
補
者
と
し
て

推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
求

め
る
も
の
】

【
委
員
の
退
任
に
伴
い
福
田
實
氏
（
西

小
田
町
、
59
歳
）
を
候
補
者
と
し
て

推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
求

め
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
固
定
資
産
評
価
員
で
あ
る
税
務
課
長
の

人
事
異
動
に
よ
り
、
後
任
課
長
を
選
任

す
る
た
め
の
同
意
を
求
め
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

【
印
鑑
登
録
申
請
者
の
本
人
確
認
を
よ

り
適
正
に
行
う
た
め
の
改
正
】

●
瑞
浪
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退

職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

【
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金
支
給

額
の
改
正
】

●
瑞
浪
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定

【
瑞
浪
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答

申
に
伴
う
所
要
の
改
正
】

●
瑞
浪
市
教
育
長
の
給
与
そ
の
他
の
勤

務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

【
瑞
浪
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答

申
に
伴
う
所
要
の
改
正
】

●
地
方
独
立
行
政
法
人
法
の
施
行
に
伴

う
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定

【
地
方
独
立
行
政
法
人
法
の
施
行
に
伴

う
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
所
要
の
改
正
】

●
瑞
浪
市
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

【
公
民
館
使
用
料
の
整
備
及
び
陶
公
民

館
所
在
地
の
変
更
】

●
瑞
浪
市
化
石
博
物
館
設
置
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

【
化
石
博
物
館
、
市
之
瀬
廣
太
記
念
美

術
館
、地
球
回
廊
の
入
館
料
の
改
正
】

●
瑞
浪
市
民
体
育
館
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

【
瑞
浪
市
民
体
育
館
使
用
料
の
改
正
】

会
期
日
程

人
事
案
件

条
例
案
件

報
告
案
件

承
認
案
件

　
平
成
16
年
第
２
回
市
議
会
定
例
会
が
、
６
月
４
日
か
ら
６
月
25
日
ま
で
の

22
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
提
出
さ
れ
た
報
告
案
件
３
件
と
、
承
認
案
件
５
件
、
人
事
案
件
３
件
、
条

例
案
件
13
件
、
予
算
案
件
１
件
、
認
定
案
件
１
件
、
そ
の
他
の
案
件
３
件
、

請
願
２
件
、
議
員
発
議
５
件
、
の
計
36
件
が
審
議
さ
れ
、
不
採
択
と
な
っ
た

請
願
１
件
を
除
き
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。 
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●
瑞
浪
市
文
化
会
館
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

【
瑞
浪
市
文
化
会
館
の
使
用
料
の
改
正
】

●
瑞
浪
市
陶
文
化
プ
ラ
ザ
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

【
陶
文
化
プ
ラ
ザ
使
用
料
の
改
正
】

●
瑞
浪
共
同
福
祉
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

【
瑞
浪
共
同
福
祉
施
設
の
使
用
料
の
改
正
】

●
瑞
浪
北
部
多
目
的
研
修
集
会
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

【
瑞
浪
北
部
多
目
的
研
修
集
会
施
設
の

使
用
料
の
改
正
】

●
瑞
浪
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

【
都
市
公
園
施
設
の
使
用
料
の
見
直
し

に
よ
る
所
要
の
改
正
】

●
平
成
16
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

【
歳
入
歳
出
予
算
を
五
百
五
十
五
万
円

を
増
額
し
、
総
額
百
五
十
八
億
八
千

八
百
五
十
五
万
円
と
す
る
も
の
】

●
東
濃
西
部
広
域
行
政
事
務
組
合
規
約

の
変
更

【
消
防
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
統
合
の
共

同
処
理
を
中
止
す
る
た
め
の
所
要
の

改
正
】

●
財
産
の
取
得

【
普
通
乗
合
自
動
車
を
取
得
す
る
も
の
】

●
交
通
事
故
の
和
解
及
び
こ
れ
に
伴
う

損
害
賠
償
の
額
の
決
定

【
公
務
中
に
お
け
る
職
員
の
公
用
車
に

よ
る
交
通
事
故
に
対
す
る
損
害
に
つ

い
て
、
示
談
に
よ
り
和
解
し
、
賠
償

の
額
を
定
め
る
も
の
】

●
東
濃
西
部
合
併
協
議
会
の
廃
止
に
伴

う
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

●
郵
政
公
社
の
国
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
つ

い
て
の
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

【
不
採
択
】

●
教
育
基
本
法
の
早
期
改
正
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

●
教
育
基
本
法
の
早
期
改
正
を
求
め
る

意
見
書

●
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
根
幹

堅
持
に
関
す
る
意
見
書

●
地
方
分
権
を
確
立
す
る
た
め
の
真
の

三
位
一
体
改
革
の
実
現
を
求
め
る
意

見
書

●
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
森
林
吸

収
源
対
策
の
確
実
な
推
進
を
求
め
る

意
見
書

●
瑞
浪
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

【
議
員
定
数
を
21
名
か
ら
18
名
に
改
め

る
も
の
】
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請
　
　
願

議
員
発
議

そ
の
他
案
件

予
算
案
件

認
定
案
件

「
い
き
い
き
し
た
脳
の
つ
く
り
方

〜
脳
と
食
・
環
境
・
生
活
習
慣
〜
」

第
１
回
脳
科
学
と
教
育
講
演
会

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

大
脳
生
理
学
者
で
、「
食
脳
学
」
の

権
威
で
も
あ
り
、「
頭
脳
200
％
活
性
法
」

や
「
子
ど
も
が
伸
び
る
脳
の
育
て
方
」

な
ど
の
著
者
と
し
て
も
お
な
じ
み
の
大

島
清
先
生
よ
り
、
食
と
脳
の
関
係
や
脳

の
活
性
化
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま

す
。

・
日
　
時

８
月
６
日（
金
）

13
時
30
分
〜
15
時

・
場
　
所

セ
ラ
ミ
ッ
ク
パ
ー
クM

IN
O

国
際
会
議
場

・
講
　
師

大
島
　
清
氏

京
都
大
学
名
誉
教
授
・

愛
知
工
業
大
学
客
員
教
授

・
参
加
料

無
料
　

・
定
　
員

先
着
200
人

◎
申
込
・
問
合
せ

東
濃
地
域
振
興
局
　
振
興
課
　

1
２
３
‐
１
１
１
１

内
線
２
０
７
・
２
０
８

E-m
ail
c20507@

pref.gifu.lg.jp

最
近
、
東
濃
各
地
で
事
業
所
な
ど
を

狙
っ
て「
消
火
器
の
点
検
に
来
ま
し
た
。

期
限
切
れ
で
す
。
買
い
換
え
て
も
ら
い

ま
す
。」
な
ど
と
言
っ
て
、
不
適
正
な

点
検
や
高
額
請
求
す
る
悪
質
な
業
者
に

よ
る
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
業
者
は
消
防
署
、
消
防

団
と
は
ま
っ
た
く
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
と
ば
巧
み
に
そ
れ
ら
し
い
話
術
に

だ
ま
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
は

っ
き
り
と
し
た
意
思
表
示
を
し
て
、
こ

の
よ
う
な
悪
質
な
訪
問
点
検
・
販
売
に

は
十
分
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
身
分
証
明
書
等
の
提
示
を
求
め
る

・
は
っ
き
り
と
、
点
検
を
拒
否
す
る

・
契
約
書
に
ハ
ン
コ
は
押
さ
な
い

◎
問
合
せ

消
防
本
部
　
予
防
課

1
６
８
‐
２
０
０
１

・
消
火
器
の
不
適
正
な
点
検

・
高
額
な
請
求

９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
全
国
消

費
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
員
が
皆
様
の
お
宅
に
伺
い
ま
し

た
ら
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
合
せ

男
女
共
同
参
画
推
進
室
　

1
内
線
３
３
５

「
全
国
消
費
実
態
調
査
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
全
国
消
費
実
態
調
査
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
全
国
消
費
実
態
調
査
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
全
国
消
費
実
態
調
査
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
全
国
消
費
実
態
調
査
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
全
国
消
費
実
態
調
査
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
全
国
消
費
実
態
調
査
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
全
国
消
費
実
態
調
査
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
全
国
消
費
実
態
調
査
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
全
国
消
費
実
態
調
査
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
全
国
消
費
実
態
調
査
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
全
国
消
費
実
態
調
査
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
全
国
消
費
実
態
調
査
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
全
国
消
費
実
態
調
査
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
全
国
消
費
実
態
調
査
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
全
国
消
費
実
態
調
査
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
全
国
消
費
実
態
調
査
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

訪
問
点
検
に
ご
注
意
！



国民年金保険料を納めるのが困難なときは… 国民年金保険料を納めるのが困難なときは… 国民年金保険料を納めるのが困難なときは… 児童手当が小学校３年生まで拡大 
平成１６年４月１日から 

児童手当が小学校３年生まで拡大 
平成１６年４月１日から 

①平成16年度小学校入学児童等の保護者の皆様 
　（平成９年４月２日生まれ～平成10年４月１日生まれ） 

「認定請求書」など提出する書類は、該当すると思われる方に送付します。（７月下旬予定） 

②平成16年度小学校２・３年生児童等の保護者の皆様 
　（平成７年４月２日生まれ～平成９年４月１日生まれ） 

認定請求時の持ちもの 

現況届時に手続き出来なかった方（改正法成立前にみえた方）は、印鑑を持参の上、窓口へお越しください。 

「認定請求書」など提出する書類は、該当すると思われる方に送付します。（７月下旬予定） 

受付場所等、詳細につきましては提出していただく書類に同封致します。 

　平成16年４月１日から、児童手当制度が拡充されました。 
　支給対象年齢が、現在の義務教育就学前（６歳到達後最初の年度末）までから、小学校第３学年修
了前（９歳到達後最初の年度末）までに拡大されます。 
　新たに、児童手当を受けようとされる児童の保護者の皆様については、社会福祉課の窓口（公務
員の方は勤務先）で、認定請求等の手続きが必要となります。 
　なお、改正に伴う新規請求等は、平成16年９月30日までに受け付けたものに限り、特例的に４月
１日（または支給要件に該当した日）にさかのぼって支給されます。 

★平成16年３月31日まで、当該児童に係る児童手当を受給していた保護者の方は、手続きは必要ありま
せん。（現況届を提出していただいていれば、児童手当は４月以降も引き続き支給されます。） 
★上記①の保護者の方で、児童手当を受給していない方は、認定請求が必要になります。 

①印鑑　②請求者（父または母）名義の通帳（郵便局以外） 
③請求者の健康保険被保険者証のコピー（現物も必ずご持参ください） 
④・平成15年度（14年分）児童手当用所得課税証明書 
　（平成15年１月１日現在、住民登録のあった市町村役場の税務担当課で取れます。） 
　・平成16年度（15年分）児童手当用所得課税証明書 
　（平成16年１月１日現在、住民登録のあった市町村役場の税務担当課で取れます。） 
※瑞浪市に住民登録のあった方は、必要ありません。 
※平成15年１月１日現在、及び平成16年１月１日現在、瑞浪市に住民登録がなかった方は、２年分必要
です。 
 
 
・公務員の方は、書類を破棄していただき、勤務先で申請してください。 
・該当と思われる方で、７月中に書類が届かなかった方は社会福祉課までお問合せください。 

（注）所得が一定額以上の場合、児童手当が支給されない場合があります。 

◎問合せ　社会福祉課　児童家庭係　1内線160

★現在すでに児童手当を受給されている保護者の方は額改定請求が必要になります。 

★上記②の保護者の方で、現在、児童手当を受給していない保護者の方は認定請求が必要になります。 

4平成16年７月15日



「国民年金学生納付特例申請」 
　　　　の手続きはお済ですか 
「国民年金学生納付特例申請」 
　　　　の手続きはお済ですか 「保険料免除申請」の手続きを 「保険料免除申請」の手続きを 

無職などの人は 無職などの人は 

国民年金保険料を納めるのが困難なときは… 国民年金保険料を納めるのが困難なときは… 国民年金保険料を納めるのが困難なときは… 国民年金保険料を納めるのが困難なときは… ご相談 
　ください 

追納しましょう 追納しましょう 

学生納付特例・免除と未納は、こんなに違います 学生納付特例・免除と未納は、こんなに違います 

手続きに必要なもの 手続きに必要なもの 

　「学生納付特例制度」は、在学期間中の保険料
を社会人になってから納める制度です。承認を受
けるためには、「学生納付特例申請書」を市役所
年金係、または各コミュニティーセンターへ提出
してください。社会保険事務所が審査し承認する
と、４月（または申請した前月分）から翌年３月ま
で保険料が猶予されます。納付特例を希望される
方で前年に承認を受けた方、または新たに20歳に
なられた方で手続きの済んでない方は早急に手続
きをしてください。（当該年度の在学及び所得を
確認する必要がありますので、毎年申請が必要に
なります） 
●申請できる人 
　20歳以上の学生で、学生本人の前年の所得が68
万円以下、給与収入で133万円未満の人。対象と
なる学校は、大学・短大・専門学校及び各種学校
等。 
 
 
 
　後から保険料を納める（追納といいます）ことで、
65歳から受ける老齢基礎年金額を満額に近づける
ことができます。２年を過ぎると保険料に加算額
がつきますので、生活にゆとりができたら少しで
も早く「追納」しましょう。 

　保険料免除には保険料の全額が免除される「全
額免除」と半額を納める「半額免除」があります。
　自営業などの第１号被保険者で、収入が少なく
保険料の納付が困難な場合は、免除申請書を提出
して承認を受ければ保険料の納付を免除されます。
ただし半額免除を承認されても、残りの半額の保
険料を納付しないと全額未納期間扱いとなります
ので、忘れずに納めてください。 
 年間を通して免除を希望される方は７・８月中
に市役所年金係で手続きをしてください。翌年の
６月までが免除対象期間となります。 

年金手帳 
印鑑（本人が署名する場合は不要） 
失業等を理由とするときは以下のい
ずれか 
・雇用保険受給資格者証の写し 
・雇用保険被保険者離職票の写し 
在学証明書または学生証  
今年になって転入された方は、前年
の所得状況（各種控除内容も記載さ
れているもの）を証明するもの 

後から保険料を納め
ることは 
10年以内なら納める
ことができます 
10年以内なら納める
ことができます 
残りの半額部分を10
年以内なら納めるこ
とができます 
２年を過ぎると納め
ることができません 

障害・遺族の年金を
請求するときには 
納付済期間と同じ扱
いです 
納付済期間と同じ扱
いです 

納付済期間と同じ扱
いです

 
 
年金を受けられない
場合もあります 

老齢基礎年金額の計
算では 

算入されません
 

 
３分の１が算入され
ます 

３分の２が算入され
ます 
 
算入されません 

老齢基礎年金を請求
する時には 
受給資格期間に入り
ます 
受給資格期間に入り
ます 

受給資格期間に入り
ます
 

 
受給資格期間に入り
ません 

学 生 納 付 特 例  
 
全 額 免 除

 
 
半 額 免 除  
（半額納めた 

ことが前提） 

未 納  

● 
● 
 
 

●
 
 
● 

□ 
□ 
 
 

□
 
 
 
 
□ 

●学生納付特例　　□保険料免除 

◎問合せ　保険年金課　年金係　1内線108・143

瑞浪市役所　1 68-21115



みんなの広場みんなの広場みんなの広場

県
大
会
優
勝
を
報
告 

竜
吟
の
滝
で
滝
開
き 

人
権
相
談
に
功
労 

人
形
劇
に
児
童
ら
歓
声 

明
世
小
で「
人
権
の
花
運
動
」 

　
６
月
19
日
、
20
日
の
２
日
間
、
大
垣
市
で
開
か
れ
た

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
県
大
会
「
第
７
回
ナ
ガ
セ
ケ
ン
コ
ー

杯
小
学
生
新
進
大
会
」
３
部
門
で
優
勝
し
た
児
童
６
人

が
、
24
日
市
役
所
を
訪
れ
　
嶋
市
長
に
喜
び
の
報
告
を

し
ま
し
た
。 

　
同
大
会
で
優
勝
し
た
の
は
６
年
男
子
の
部
、
則
武
悠

太
君
・
梅
村
亘
君
ペ
ア
、
５
年
男
子
の
部
、
田
口
和
磨

君
・
奥
村
椋
也
君
ペ
ア
、
４
年
以
下
男
子
の
部
、
鈴
木

健
介
君
・
安
藤
圭
祐
君
ペ
ア
の
３
組
で
、
男
子
の
全
部

門
で
の
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。 

　
　
嶋
市
長
は
「
ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち
込
む
こ
と
は
人
生

の
大
き
な
財
産
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
選
手
た
ち
を
た
た
え
ま
し
た
。 

　
６
月
26
日
、
釜
戸
町
の
竜
吟
の
滝
で
滝
開
き
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
釜
戸
商
工
ク
ラ
ブ（
中
島
由
統
会
長
）の
主
催
で
行
わ

れ
た
滝
開
き
に
は
、
関
係
者
ら
約
40
人
が
出
席
し
、
自

然
ふ
れ
あ
い
館
で
神
事
を
行
っ
た
後
「
一
の
滝
」
の
滝

つ
ぼ
に
約
200
匹
の
ニ
シ
キ
ゴ
イ
が
放
流
さ
れ
、
シ
ー
ズ

ン
中
の
安
全
が
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
小
７
つ
の
滝
か
ら
な

る
竜
吟
峡
の
周
り
に
は
、

遊
歩
道
や
自
然
ふ
れ
あ
い

館
が
整
備
さ
れ
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
も

人
気
が
高
く
、
８
月
14
日

に
は
、
竜
吟
峡
で
恒
例
と

な
っ
た
「
竜
吟
峡
滝
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
、
多
く

の
方
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。 

　
６
月
24
日
、
岐
阜
市
の
未
来
会
館
で
開
か
れ
た
「
岐

阜
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
総
会
」
の
席
上
で
、
人
権

擁
護
活
動
に
対
す
る
功
労
者
と
し
て
３
人
の
人
権
擁
護

委
員
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

・
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
圭
子
さ
ん（
土
岐
町
） 

・
中
部
連
盟
会
長
表
彰
　
　
逸
見
恭
子
さ
ん（
日
吉
町
） 

・
名
古
屋
法
務
局
長
感
謝
状
　
西
尾
善
英
さ
ん（
宮
前
町
） 

　
市
で
は
、
法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た
７
人
の
委
員

さ
ん
が
人
権
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。 

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
６
月
19
日
、
子
育
て
教
室
「
集
ま
ろ
う
会
」
主
催
の

「
人
形
劇
だ
よ
！
集
ま
ろ
う
」
が
大
湫
公
民
館
で
行
わ

れ
地
元
の
児
童
ら
約
20
人
が
人
形
劇
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
市
内
で
活
動
し
て
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
人
形

劇
団
「
へ
ち
ま
座
」
が
人
形

劇
「
こ
び
と
の
ふ
え
」
や
紙

芝
居
を
公
演
し
観
客
ら
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。 

　
公
演
後
に
は
劇
団
員
と
の

交
流
会
が
行
わ
れ
、
児
童
ら

は
劇
で
使
用
さ
れ
る
人
形
を

手
に
取
り
、
人
形
の
操
り
方

を
教
わ
る
な
ど
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

　
６
月
28
日
、
本
年
度
の
人
権
推
進
校
に
指
定
さ
れ
た

明
世
小
学
校
で
「
人
権
の
花
運
動
」
が
行
わ
れ
、
全
校

児
童
171
人
が
校
庭
脇
の
花
壇
に
花
苗
を
植
栽
し
ま
し
た
。 

　
同
校
は
、
岐
阜
地
方
法
務
局
多
治
見
支
局
な
ど
か
ら

人
権
推
進
校
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
花
を
育
て
る
こ
と

で
優
し
い
心
を
養
っ
て
も
ら

お
う
と
今
回
の
花
運
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
児
童
ら
は
、
学
年
ご
と
に

分
か
れ
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や

ベ
ゴ
ニ
ア
な
ど
４
品
種
約
１

０
０
０
株
の
花
苗
を
８
つ
の

花
壇
に
丁
寧
に
植
栽
し
て
い

ま
し
た
。 

6平成16年７月15日



みんなの広場みんなの広場

陶児童館 

瀧　瑠々ちゃん 
（２歳） 
陶町水上 

羽柴龍二ちゃん 
（３歳） 
陶町大川 

る　る りゅうじ 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
春
季
交
流
会
結
果 

「
竜
吟
の
滝
で
水
生
昆
虫
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」 

柄
澤
さ
ん
学
術
賞
を
受
賞 

１
年
生
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
贈
呈 

　
５
月
15
日
・
29
日
・
６
月
13
日
の
３
日
間
、
市
内
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
春
季
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
瑞
浪
小
学

校
な
ど
、
市
内
の
各
会
場
で
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

１
位
　
瑞
　
浪
　
２
位
　
稲
　
津
　
３
位
　
明
　
世 

野
　
　
　
　
球 

　〈
６
年
生
〉 

１
位
　
瑞
浪
Ａ
　
２
位
　
瑞
浪
Ｂ
　
３
位
　
土
岐
、明
世 

　〈
５
年
生
〉 

１
位
　
瑞
浪
Ａ
　
２
位
　
稲
　
津
　
３
位
　
土
岐 

　〈
４
年
生
〉 

１
位
　
稲
津
Ａ
　
２
位
　
土
岐
Ｂ
　
３
位
　
瑞
浪
、土
岐
Ａ 

７
月
31
日（
土
）
９
時
30
分
〜
12
時 

・
内
　
容
　
竜
吟
の
滝
の
水
生
生
物
観
察 

・
講
　
師
　
後
藤
　
正
英 

先
生 

・
対
　
象
　
小
学
生
〜
一
般（
定
員
20
人
） 

・
参
加
費
　
100
円 

・
締
切
り
　
７
月
28
日（
水
） 

※
足
元
が
滑
り
易
い
の
で
、
濡
れ
た
時
の
た
め
に
着
替

え
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

◎
問
合
せ
　
自
然
ふ
れ
あ
い
館
　
1
６
３
‐
０
０
１
５ 

　
６
月
29
日
、
日
本
古
生
物
学
会
学
術
賞
を
受
賞
し
た

化
石
博
物
館
学
芸
員
の
柄
澤
宏
明
さ
ん
が
受
賞
の
喜
び

を
　
嶋
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。 

　
同
賞
は
、
古
生
物
研
究
で
優
れ
た
成
果
を
あ
げ
、
古

生
物
学
の
進
歩
に
寄
与
し
、
将
来
の
発
展
が
期
待
さ
れ

る
学
者
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。 

　
柄
澤
さ
ん
は
、
主
に
エ
ビ
や
カ
ニ
な
ど
の
甲
殻
類
化

石
の
系
統
分
類
研
究
に
関
す
る
努
力
と
成
果
が
同
学
会

に
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。 

　
柄
澤
さ
ん
は
、
　
嶋
市
長
か
ら
「
長
年
に
亘
っ
て
取

り
組
ん
で
き
た
研
究
成
果
が
認
め
ら
れ
、
化
石
の
街
で

も
あ
る
当
市
に
と
っ
て
、
今
回
の
受
賞
は
大
変
喜
ん
で

い
ま
す
」
と
祝
福
さ
れ
る
と
、
「
博
物
館
で
の
研
究
を

支
え
て
く
れ
た
職
場
の
方
、
市
の
関
係
者
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
こ
の
受
賞
を
機
に
、
カ
ニ
の
化
石
の
研
究
を

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。 

　
瑞
浪
市
商
業
防
犯
組
合（
小
栗
吉
美
会
長
）が
、
市
内

の
小
学
１
年
生
397
人
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
寄
贈
し
、
そ
の

伝
達
式
が
６
月
24
日
明
世
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
で
は
、
小
栗
会
長
が
代
表
児
童
２
人
に
防
犯
ブ
ザ
ー

を
手
渡
し
「
防
犯
ブ
ザ
ー
は
使
う
必
要
が
な
い
の
が
一

番
で
す
。
も
し
身
の
危
険
を
感
じ
た
時
は
、
こ
の
ブ
ザ
ー

を
使
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
「
防
犯
ブ
ザ
ー

は
鳴
っ
て
い
る
だ
け
で

は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
の
方
も
ブ
ザ
ー
の

音
に
気
を
配
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
地
域
住
民

へ
の
協
力
も
呼
び
か
け

て
い
ま
し
た
。 

善
意 

暖
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

▽
み
ず
な
み
乾
竜
会（
山
田
照
代
代
表
）様 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
万
円
　
社
会
福
祉
事
業
に 

▽
瑞
浪
市
文
化
協
会（
伊
藤
一
好
会
長
）様 

　
　
　
　
　
二
万
千
九
百
六
十
一
円
　
社
会
福
祉
事
業
に 

▽
東
濃
地
区
社
会
福
祉
事
業
協
力
会（
上
村
隆
男
会
長
）様 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
万
円
　
社
会
福
祉
事
業
に 

瑞浪市役所　1 68-21117
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は ぐ く み は ぐ く み は ぐ く み 教育委員会 

◆
最
優
秀
賞

林
　
純
子
（
瑞
浪
小
６
年
）

「
心
を
つ
な
ぐ
手
話
」

◆
優
秀
賞

余
語
千
明
（
明
世
小
６
年
）

「
看
護
師
に
な
り
た
い
」

山
村
美
里
（
釜
戸
小
６
年
）

「
共
に
笑
顔
で
」

◆
奨
励
賞

水
野
亜
唯
（
土
岐
小
６
年
）

「
が
ん
ば
れ
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

伊
藤
裕
見
（
陶
小
６
年
）

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
あ
り
が
と
う
」

桐
井
千
沙
（
大
湫
小
６
年
）

「
大
湫
は
一
生
変
わ
ら
ぬ
ふ
る
さ
と
」

井
上
　
光
（
稲
津
小
６
年
）

「
花
か
ら
も
ら
っ
た
私
の
夢
」

小
栗
未
來
（
日
吉
小
６
年
）

「
こ
れ
か
ら
の
日
吉
小
」

◆
最
優
秀
賞

加
藤
真
梨
子
（
瑞
浪
中
３
年
）

「
自
分
を
省
み
る
こ
と
の
大
切
さ
」

◆
優
秀
賞

山
路
悠
加
（
釜
戸
中
３
年
）

「
前
向
き
な
生
き
方
で
」

木
村
彰
宏
（
瑞
陵
中
３
年
）

「
家
族
と
の
関
わ
り
あ
い
が
あ
れ
ば
」

◆
奨
励
賞

林
　
良
樹
（
稲
津
中
３
年
）

「
こ
れ
ま
で
の
自
分
を
変
え
て
く
れ

た
も
の
」

伊
藤
遥
香
（
陶
中
３
年
）

「
わ
た
し
の
平
和
と
世
界
の
平
和
」

長
瀬
史
佳
（
麗
澤
瑞
浪
中
３
年
）

「
日
本
語
の
乱
れ
」

酒
井
祐
輔
（
日
吉
中
３
年
）

「
科
学
者
＝
将
来
の
夢
」

◆
最
優
秀
賞

安
藤
奈
々
（
麗
澤
瑞
浪
２
年
）

「
私
を
変
え
た
出
会
い
」

◆
優
秀
賞

渡
邉
祐
希
葉
（
瑞
浪
高
１
年
）

「
マ
ナ
ー
の
あ
る
高
校
生
」

橋
詰
純
子
（
瑞
浪
高
１
年
）

「
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
を
感
じ
て
」

伊
藤
勇
作
（
一
般
応
募
）

「
古
希
に
思
う
」

加
藤
庄
造
（
中
部
寿
大
学
）

「
大
正
生
ま
れ
の
老
兵
偶
感
」

総合文化センター
２日、９日、16日、23日、30日

市民図書館
市民体育館 ３日、10日、17日、24日、31日
化石博物館
陶磁資料館 ２日、９日、16日、23日、30日
市之瀬記念美術館 31日
地球回廊
サイエンスワールド ２日、９日、16日、23日、30日
自然ふれあい館 ２日、９日、16日、23日、30日
文化会館 ５日、12日、19日、26日

生涯学習施設　８月の休館日生涯学習施設　８月の休館日生涯学習施設　８月の休館日生涯学習施設　８月の休館日生涯学習施設　８月の休館日生涯学習施設　８月の休館日生涯学習施設　８月の休館日生涯学習施設　８月の休館日生涯学習施設　８月の休館日生涯学習施設　８月の休館日生涯学習施設　８月の休館日生涯学習施設　８月の休館日生涯学習施設　８月の休館日生涯学習施設　８月の休館日生涯学習施設　８月の休館日生涯学習施設　８月の休館日生涯学習施設　８月の休館日

一
般
の
部

中
学
生
の
部

小
学
生
の
部

瑞
浪
市
主
張
大
会

瑞
浪
市
主
張
大
会 

彫刻をスケッチしよう 彫刻をスケッチしよう 彫刻をスケッチしよう 彫刻をスケッチしよう 
体感美術館～市之瀬廣太記念美術館～ 
見るだけでなく、手で触れて描こう 

　市之瀬廣太記念美術館で彫刻作品をスケ
ッチしませんか。彫刻を見るだけでなく、
作品に触れて、質感や量感を意識しながら
描くことができます。 
　どなたでも参加できますので、ぜひチャ
レンジしてください。スケッチ作品は美術
館のロビーに展示します。 
・期　間　７月22日（木）～８月29日（日） 
・材　料　画材・用紙は美術館で用意して

います。 
・入館料　スケッチをする方は、無料で入

館できます。 
・参加賞　美術館の絵はがきとサメの歯の

化石をプレゼントします。 
・展　示　作品は、10月まで展示した後、

返却します。 
◎問合せ　市之瀬廣太記念美術館 
　　　　　168-9400

25
回
目
を
数
え
る
平
成
16
年
度
瑞
浪
市
主
張
大
会
が
６
月
27
日
に
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
20
人
が
、
自
分
の
体
験
や
意
見
を
気
持
ち
を
こ
め
て
発

表
し
ま
し
た
。
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）
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豊
か
な
心
を
 

今
学
校
学
校
で
は
 

今
学
校
学
校
で
は
 

今
学
校
学
校
で
は
 

今
学
校
で
は
 釜

戸
中
学
校
 

宿
泊
体
験
学
習
は
、
そ
の
形
、
内
容

こ
そ
大
き
く
変
化
し
て
き
た
も
の
の
、

大
き
な
教
育
的
価
値
を
認
め
、
従
来
か

ら
、
ど
こ
の
学
校
で
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。本

校
で
は
、
１
年
生
は
、
農
業
体
験

学
習
と
し
て
、
長
野
県
飯
田
市
へ
出
か

け
て
、
牧
場
等
で
数
多
く
の
体
験
を
し

て
き
ま
す
。
体
験
内
容
は
大
き
く
４
つ

あ
り
ま
す
。
①
キ
ノ
コ
の
菌
打
ち
、
②

ソ
バ
打
ち
、
③
酪
農
、
④
リ
ン
ゴ
の
摘

果
で
す
。
①
で
は
、
コ
ナ
ラ
や
サ
ク
ラ

の
木
な
ど
に
ド
リ
ル
で
穴
を
開
け
、
菌

の
打
ち
込
み
を
し
ま
す
。
②
で
は
、
ソ

バ
粉
に
水
を
混
ぜ
コ
シ
が
で
る
ま
で
こ

ね
て
細
く
切
っ
て
ゆ
で
、
自
分
で
試
食

し
ま
す
。
③
で
は
、
牛
へ
の
え
さ
や
り

や
乳
搾
り
、
糞
の
始
末
を
し
ま
す
。
④

で
は
、
リ
ン
ゴ
の
木
の
大
き
な
実
を
残

し
、あ
と
は
切
り
取
る
作
業
を
し
ま
す
。

ど
の
体
験
も
生
徒
に
と
っ
て
は
初
め

て
で
あ
り
、
と
て
も
興
味
深
い
も
の
で

す
。
体
験
を
通
し
て
初
め
て
、
普
段
何

気
な
く
食
べ
て
い
る
椎
茸
や
リ
ン
ゴ
、

牛
乳
な
ど
が
で
き
る
ま
で
の
苦
労
が
身

に
し
み
て
わ
か
っ
た
よ
う
で
す
。「
思

い
や
り
」「
郷
土
愛
」「
生
命
の
尊
重
」

等
、
今
の
子
ど
も
に
欠
け
て
い
る
と
い

わ
れ
る
心
の
豊
か
さ
を
身
に
つ
け
て
も

ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

第 

　
回 

旗
本
馬
場
氏
累
代
の
墓 

22

【
シ
リ
ー
ズ
　
瑞
浪
市
の
文
化
財
】 

【
シ
リ
ー
ズ
　
瑞
浪
市
の
文
化
財
】 

　
馬
場
氏
は
、
木
曽
義
仲
の
流
れ
を
く

む
木
曽
衆
の
一
族
で
、
関
ケ
原
の
合
戦

で
は
東
軍（
徳
川
方
）に
属
し
て
戦
功
を

あ
げ
、
旗
本
と
し
て
、
江
戸
時
代
を
通

じ
て
釜
戸
町
を
治
め
て
い
ま
し
た
。 

　
馬
場
氏
累
代
の
墓
は
、
馬
場
氏
の
菩

提
寺
で
あ
っ
た
釜
戸
町
の
天
　
寺（
て

ん
に
ゅ
う
じ
）に
た
て
ら
れ
て
お
り
、

２
代
利
重
か
ら
９
代
真
平
ま
で
の
８
代

に
わ
た
る
も
の
と
、
そ
の
一
族
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。 

　
墓
は
笠
塔
婆（
か
さ
と
う
ば
、
写
真

手
前
の
２
基
）や
剣
碑（
け
ん
ぴ
、
写
真

奥
）と
呼
ば
れ
る
形
を
し
て
お
り
、
い

ず
れ
も
江
戸
時
代
の
旗
本
の
格
式
を
し

の
ば
せ
る
立
派
な
も
の
で
す
。 

市
制
50
周
年
を
記
念
し
て
、「
瑞
浪

市
の
文
化
財
」
改
訂
版（
Ａ
４
版
86
ペ

ー
ジ
）を
発
刊
し
ま
し
た
。
12
年
ぶ
り

の
改
訂
で
、
仏
像
や
史
跡
、
天
然
記
念

物
な
ど
、
市
内
の
貴
重
な
文
化
財
76
件

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

次
の
と
お
り
、
化
石
博
物
館
で
お
分

け
し
て
い
ま
す
。

・
冊
子
と
文
化
財
地
図
の
セ
ッ
ト

１
５
０
０
円

・
冊
子
の
み
　
　
　
　
　
１
０
０
０
円

な
お
、
市
内
の
文
化
財
を
紹
介
す
る

「
ミ
ニ
文
化
財
展
」
を
化
石
博
物
館
で

開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。（
観
覧
無
料
）

◎
問
合
せ

文
化
課

1
６
８
‐
７
７
１
０

「
瑞
浪
市
の
文
化
財
」

改
訂
版
を
発
刊
し
ま
し
た

「
瑞
浪
市
の
文
化
財
」

改
訂
版
を
発
刊
し
ま
し
た

「
瑞
浪
市
の
文
化
財
」

改
訂
版
を
発
刊
し
ま
し
た

「
瑞
浪
市
の
文
化
財
」

改
訂
版
を
発
刊
し
ま
し
た

「
瑞
浪
市
の
文
化
財
」

改
訂
版
を
発
刊
し
ま
し
た

「
瑞
浪
市
の
文
化
財
」

改
訂
版
を
発
刊
し
ま
し
た

「
瑞
浪
市
の
文
化
財
」

改
訂
版
を
発
刊
し
ま
し
た

「
瑞
浪
市
の
文
化
財
」

改
訂
版
を
発
刊
し
ま
し
た

「
瑞
浪
市
の
文
化
財
」

改
訂
版
を
発
刊
し
ま
し
た

「
瑞
浪
市
の
文
化
財
」

改
訂
版
を
発
刊
し
ま
し
た

「
瑞
浪
市
の
文
化
財
」

改
訂
版
を
発
刊
し
ま
し
た

「
瑞
浪
市
の
文
化
財
」

改
訂
版
を
発
刊
し
ま
し
た

「
瑞
浪
市
の
文
化
財
」

改
訂
版
を
発
刊
し
ま
し
た

「
瑞
浪
市
の
文
化
財
」

改
訂
版
を
発
刊
し
ま
し
た

「
瑞
浪
市
の
文
化
財
」

改
訂
版
を
発
刊
し
ま
し
た

「
瑞
浪
市
の
文
化
財
」

改
訂
版
を
発
刊
し
ま
し
た

「
瑞
浪
市
の
文
化
財
」

改
訂
版
を
発
刊
し
ま
し
た



８月の移動図書館 
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図書館だより 168-5529

　
夏
休
み
を
利
用
し
て
開
催
さ
れ
た

親
子
図
書
館
教
室
の
い
ろ
い
ろ
な
作

品
を
展
示
し
ま
す
。 

　
自
然
の
中
に
あ
る
石
こ
ろ
が
子
ど

も
た
ち
の
創
造
で
色
々
な
も
の
に
変

身
す
る
石
こ
ろ
ア
ー
ト
。
木
工
の
廃

材
が
ロ
ボ
ッ
ト
や
船
な
ど
に
な
る
木

工
作
品
。
親
子
共
同
作
業
の
こ
こ
ろ

温
ま
る
作
品
、
自
由
な
子
ど
も
た
ち

の
夢
の
作
品
が
並
び
ま
す
。
是
非
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
図
書
館
で
は
、
夏
時
間
と
し
て
、
今

年
も
８
月
の
開
館
時
間
を
次
の
と
お
り

延
長
し
ま
す
。
親
子
で
ゆ
っ
く
り
図
書

館
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。 
 

実
施
期
間
　
８
月
１
日
〜
31
日 

・
火
曜
日
か
ら
土
曜
日
は 

　
　
10
時
〜
19
時 

・
日
曜
日
は 

　
　
10
時
〜
17
時 

　
５
月
29
日（
土
）に
図
書
館
開
館
二
十

周
年
と
「
お
は
な
し
の
じ
か
ん
」
三
十

周
年
を
記
念
し
て
よ
み
き
か
せ
の
大
切

さ
の
講
演
と
、
実
技
指
導
を
行
い
ま
し

た
。 

　
講
演
で
は
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
や
ビ
デ

オ
で
育
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
絵
本
は
こ
こ
ろ
の
栄
養
。
も
っ
と

子
ど
も
た
ち
に
本
と
な
か
よ
し
に
な
れ

る
環
境
づ
く
り
が
大
切
と
の
こ
と
。 

　
実
技
指
導
で
は
、
一
人
ひ
と
り
に
実

演
を
交
え
な
が
ら
厳
し
い
指
導
が
あ
り

参
加
者
の
真
剣
な
顔
が
印
象
的
で
し
た
。 

　
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
い
つ
も
図
書

館
に
こ
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
に
、
人

形
劇
や
紙
芝
居
な
ど
で
楽
し
ん
で
も
ら

う
た
め
、
毎
年
本
館
か
ら
離
れ
て
い
る

地
区
に
巡
回
訪
問
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
は
、
陶
地
区
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
お
友
達
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。
本
が
い
っ
ぱ
い
の
移
動
図

書
館
車
も
待
っ
て
い
ま
す
。 

 

日
時
　
８
月
７
日（
土
） 

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
ま
で 

場
所
　
八
王
子
神
社
（
大
川
公
民
館
） 

内
容
　
人
形
劇
、
大
型
紙
芝
居
、
手
作

り
お
も
ち
ゃ
な
ど 

ミ
ニ
展
の
ご
案
内 

図
書
館
教
室
作
品
展 

〜
親
子
の
ふ
れ
あ
い
が
満
載
〜 

８
月
３
日（
火
）〜 

　
　
　
　
　
８
月
28
日（
土
） 

時　　間 ステーション 巡回日 

15：30～16：00 

16：10～16：30 

15：30～15：50 

16：00～16：20 

16：30～16：50 

15：30～16：20 

16：30～16：50 

13：20～13：40 

13：50～14：10 

14：20～14：50 

15：00～15：20 

15：30～16：30 

15：30～16：00 

16：10～16：30 

13：30～14：00 

14：20～14：50 

15：00～15：20 

15：30～16：00

小　里 

萩　原 

半　原 

鶴　城 

名　滝 

日吉コミュニティーセンター 

月吉 

大　川 

水　上 

旭　町 

サニーヒルズ 

猿　爪 

棚田山 

羽　広 

明賀台 

白　倉 

細久手 

深　沢 

11日（水）
 

 

 

12日（木） 

 

13日（金）
 

 

 

 

19日（木） 

 

 

25日（水） 

 

 

28日（土） 

エ
プ
ロ
ン
お
じ
さ
ん
来
館 

エ
プ
ロ
ン
お
じ
さ
ん
来
館 

夏
休
み
は 

　
開
館
時
間
を 

　
　
一
時
間
延
長
し
ま
す
。 

夏
休
み
は 

　
開
館
時
間
を 

　
　
一
時
間
延
長
し
ま
す
。 

こ
か
げ
と
し
ょ
か
ん

こ
か
げ
と
し
ょ
か
ん 

こ
か
げ
と
し
ょ
か
ん

こ
か
げ
と
し
ょ
か
ん 

こ
か
げ
と
し
ょ
か
ん 

10平成16年７月15日



瑞浪市役所　1 68-211111

平成15年度の市の情報公開制度について、実施状
況は次のとおりです。
１．公文書の公開の請求状況とその決定状況

総　務　部

総　務　課
１ １

管　財　課 １ １

税　務　課 １ １

企画政策課 ７ １ ５ １

秘　書　課 ３ １ １ １

学 園 都 市
７ ５ ２

推　進　室

I T 推進室 １ １

社会福祉課 ４ ３ １

健康増進課 １ １

商　工　課 ２ ２

環　境　課 ２ １ １

企業誘致室 １ １

土　木　課 ５ １ ３ １

都市計画課 ６ ２ ４

上 下 水 道
１ １

建　設　課

教育委員会
４ ３ １

総　務　課

給食センター １ １

議会事務局 ６ ４ １ １

合　　　計 54 22 27 ５

２．不服申立ての件数　１件
うち情報公開審査会への諮問　１件
（答申は実施機関の処分を支持）
◎問合せ 総務部総務課　1内線328

・期　日 ８月５日（木）・６日（金）の２日間
・場　所 土岐自動車工学専門学校

（土岐市肥田浅野朝日町）
・受講料 9,500円（テキスト代、食事１日分含む）
◎問合せ 東濃産業労働協会　124-4595

要介護高齢者の在宅生活を支援するため、紙オム
ツ等の介護用品を支給します。
・対象者 要介護４または５の方を在宅介護してい

る市民税非課税世帯の介護者
・方　法 クーポン券による指定店での購入
・品　目 紙オムツ・尿取りパット・清拭布等
・金　額 54,000円以内
◎申込・問合せ 高齢介護課　1内線154

岐阜県では、平成７年度に東京大学先端科学技術
研究センターと「研究推進覚書」を締結し、当研究
センターと県内の企業、試験研究機関等の研究者間
の交流を推進しています。12回目を迎える今回は、
東濃という地域性を考慮するとともに、企業経営者
や技術者にとって実際に役に立つ、実用的な講演と
パネルディスカッションを予定しています。是非ご
参加ください。
・日　時 ８月31日（火） 13時10分～17時
・会　場 サイエンスワールド
・参加料 無料　
・定　員 140人　
・申込方法 ８月13日（金）までに、はがき・FAXま
たはＥメールに、住所・氏名・電話番号を明記し、
下記までお送り下さい。

◎申込み・問合せ
〒500-8570 岐阜市藪田南２-１-１
東濃研究学園都市推進連絡協議会
・1058-272-1111 内線2332
・FAX 058-272-2574
・Eメール　info@tono-fsrc.gifu.gifu.jp

・募集人員 20人
・対　　象 瑞浪市に住所を有し、介護技術を取得
した後、ヘルパーとして活動をしたい方。また全
日程130時間を受講できる方

・受講費用 実費40,000円（テキスト代含む）
※健康診断書が必要

・研修期間 ９月３日（金）～２月15日（火）
・会　　場 市民福祉センター・ハートピア
・締　　切 ８月16日（月）までに受講申込書を提出
※応募者多数の場合は、３級取得者を優先した上
で抽選とします。
◎申込・問合せ 社会福祉協議会　168-4148

情報公開の実施状況 介護用品支給のお知らせ

東大先端科学技術研究センターフォーラム東濃

訪問介護員養成研修（2級課程）の受講生募集

アーク溶接特別教育（学科講習）のご案内

請
　
求
　
件
　
数

担当課

公
　
　
　
　
開

部

分

公

開

非

公

開

在
否
応
答
拒
否

不

存

在

取

下

げ

公　開　状　況



健康だいすき  健康だいすき  健康だいすき  健康だいすき  
ヘルスインフォメーション　保健センター　1６７－２７００ 

広報みずなみ  発行／瑞浪市  〒509-6195  岐阜県瑞浪市上平町1丁目1番地  168-2111  http://www.city.mizunami.gifu.jp/index.html

新 首 都  

「東京から東濃へ」 

2004年7月1日現在（カッコ内は前月比）人口＝42,280（－15）世帯数＝14,230（＋14） 

平成15年度３歳児健康診査受診者380組中 
むし歯のない親子を紹介します。 

献血（200ml/400ml）にご協力ください 

精神保健相談・老人性痴呆症相談 

「ふれあい健康教室」参加者募集！ 

8020（ハチマルニイマル）表彰該当者大募集 

乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ＜場所＝保健センタ－　　料金＝無料＞ 

健診・相談名 実　施　日 受付時間 対　象　者 持　ち　物 

９時～11時 

12時30分開始 

平成16年３月生まれ 母子健康手帳 

母子健康手帳 

母子健康手帳 

６ヵ月児健康相談  
および離乳食教室  

1歳6ヵ月児健康診査  
※健診終了後希望者
に歯みがき教室を実
施します 

第１子　13時集合 
第２子以上は 
13時45分～14時15分受付 

９時３０分 
　　～９時４５分 

１３時３０分開始 

７月27日（火） 

母子健康手帳 
タオル・コップ 
※保護者の歯科健診を 
　同時に実施します。 

平成16年２月生まれ 

平成15年１月１日～ 
　　　 １月15日生まれ 

平成15年１月16日～ 
　　　１月31日生まれ 

８月 ３日（火） 

母子健康手帳 
お茶 １歳児すくすく教室 

９時50分～10時 
（終了は11時30分） 平成15年７月生まれ ７月29日（木） 

中期・後期離乳食教室 平成15年12月生まれ ８月 ３日（火） 

母子健康手帳 
歯ブラシ・コップ 
※汚れてもいい服装で 
　お出かけください 

2歳児歯みがき教室 平成14年８月生まれ ８月 ２日（月） 

２歳6ヵ月児歯みがき教室 平成14年２月生まれ ８月 ４日（水） 

３歳6ヵ月児歯みがき教室 平成13年２月生まれ ８月 ５日（木） 

８月 ６日（金） 

８月13日（金） 

４ヵ月児健康診査  

＊同会場で瑞浪桔梗ライオンズクラブ主催の骨髄ドナー
登録会を行います。皆様の温かいご協力をお願いし
ます。 

8月10日（火） ◆場　　所　保健センター ◆受付時間　13時～14時 

＜担当＞精神科医師・精神保健相談員 
＊電話等で予約が必要です。秘密は厳守します。 

　月に１回みんなで楽しみながら、健康について学ん
だり、レクリエーションなどを行っています。気軽に
一度見学にいらしてみませんか。 
対象者　脳卒中等の後遺症がある方で、身の回りの介

助を要しない方 
　　　　また、原則として介護保険のサービス利用し

ていない方 
内　容　講話・レクリエーション・作品づくり等 
場　所　ハートピア　　時　間　９時30分～11時30分 
＊随時、参加申し込みを受け付けます。 
◎申込・問合せ　保健センター 

　厚生労働省では「80歳で20本の歯を保とう」という
8020運動をすすめています。 
そこで、瑞浪市では10月11日（月）に開催する健康まつ
りで、今年80歳（大正13年生まれ）で自分の歯が20本以
上残っている方を表彰します。該当する方、もしくは
該当する方をご存じの方は、保健センタ－までご連絡
下さい。（締切：８月31日） 
＊治療してあっても、自分の歯が残っている方、80歳
以上の方で、まだ一度も表彰を受けてみえない方も
対象になります。 

☆　池野　クワンジラさん（陶町） 
　　　　　　　友美ちゃん 
☆　大澤　智恵子さん　　（陶町） 
　　　　　　　沙恵ちゃん 

お母さんにも子供さんにも、１本もむし歯のない親子です。 

　何でもよくかんで食べることは、生活習慣病の予防
につながります。 
また、むし歯のない歯は一
生の財産となり、生涯健康
への道を築いてくれます。 
　むし歯を予防するために、
年１回以上は健診を受けま
しょう。 

月　日 

８月７日（土） 

場　　所 
瑞浪駅前 

七夕まつり会場 

時　　間 
10時～12時 

13時～15時30分 


